
新型コロナウイルス感染症の影響により売上高はマイナス
となりましたが、国内建築の利益改善で売上総利益は
1.6%増。受注高も国内土木を中心に大きく伸ばす結果と
なりました。また、資本生産性の向上と安定かつ充実した株
主還元とのバランスを取りながら、財務基盤の強化に取り
組んでいます。さらに、独自の行動計画でESG経営も積極
推進し、企業価値の向上と事業を通じた社会貢献に邁進し
ていきます。

■ 受注高（単体）
　2020年度の受注高は前年度比411億円増の2,487億円と
なりました。
　主要分野別にみると、国内土木事業は大型の陸上工事を複
数受注したことにより前年度比43.8%増の1,242億円となり
ました。
　国内建築事業は、物流や住宅分野などで受注を積み重ね、前
年度比10.1%増の578億円となりました。
　国際（海外）事業は前年度比4.4%減となりましたが、アフリカ
のアンゴラ共和国の大型港湾工事の受注などにより、628億円
の受注を確保しています。

■ 売上高
　2020年度の連結売上高は1,897億円、単体売上高が1,807
億円と前年度とほぼ変わらない水準でした。
　単体売上高を主要分野別にみると、国内土木事業の売上高
は921億円と前年度比6.8%減となりました。
　新型コロナウイルス感染症による工事中断の影響はありま
せんが、前年度と比べ、大きく売上高を計上する個別案件が少
なかったことによるものです。
　国内建築事業では、物流や住宅分野などの大型案件で売上
高を伸ばし、前年度比15.3%増の569億円となりました。
　国際（海外）事業では、新型コロナウイルス感染症の影響によ
る一部工事の中断があり、期末にはほぼすべての工事が稼働に
至ったものの、前年度比7.7%減の266億円にとどまりました。

■ 営業利益
　売上総利益は、海外事業の減収に伴う減益分を国内建築の
利益の改善などで補い、連結ベースで前年度比1.6%増の197
億円となりました。
　組織を見直し経費を削減したことで、一般管理費が前年度比
3.9%減の110億円となり、営業利益は前年度比9.5%増の87
億円となりました。

■ 純資産・自己資本比率
　2016年4月に発覚した地盤改良工事の施工不良等の不祥
事による影響で、2015年度に連結で711億円あった純資産は
2016年に649億円まで低下しました。以後、財務的にも持続
的な成長のための基盤づくりに取り組んできた結果、2020年
度の連結純資産は761億円、連結自己資本比率は36.9%と
なり、共に5年前の水準を上回ることができました。
　2020年度は自己株式20億円の取得を決定したほか、１株
当たり30円の増配をするなど株主還元の向上も図っています。
　今後も、資本生産性の向上と、安定かつ充実した株主還元と
のバランスを取りながら、事業環境の急激な変化、成長に伴う
事業リスクに耐えうる安定した財務基盤の構築に継続的に取り
組んでいきます。

■ 有利子負債、D/Eレシオ
　資金管理にあたっては安全性を最優先としていますが、資金
効率の向上にも取り組んでいます。
　その一環として有利子負債の削減を進め、連結有利子負債
は2019年度の344億円から、287億円へと57億円削減し、
D/Eレシオは0.41となりました。

● ESGの取組み
ESG行動計画の策定とKPIの設定
　ESG経営の推進に当たって、社是や長期ビジョンを踏まえて
策定したESG経営に関する基本方針のもと、当社の事業におい
て優先的に取り組むべき重要課題（マテリアリティ）を特定し、
各重要課題への取組み方針を“東亜ESG／SDGs行動計画”と
して策定しました。
　また、ESGに関する取組みにおける重要指標（KPI）および、
達成目標を設定し、ホームページで公開しています。
　このような取組みにより、持続可能な企業体質を構築し、当
社の企業価値の向上を図りながら、事業を通じて社会の持続可
能な発展に貢献していきます。
ダイバーシティ関連
　将来の中核人財の多様性を高めるため、女性総合職、外国人
総合職の拡充に努めています。
　女性総合職は2020年度44人となり、2016年度と比べて
57%増加しています。2030年度に倍増を図るため、女性が働
き続けやすい環境整備に取り組んでいきます。
　外国人総合職は2020年度18人と2016年度の4人から4.5倍
に増加しています。外国人総合職についても2030年度に倍増を
図るため、日本への留学生なども含め採用窓口を広げていきます。
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